
教　　育　　実　　施　　簿

	実施年月日
	平成  年  月  日 (  曜)     時   分 ～ 時   分

	実施場所
	

	教　　育　　内　　容
	教育方法
	時間数
	実　施　者　氏　名

	(1)警備業務の実施の基本原則に関すること。

・警備業法の意義と重要性
・警備業法の制約(1～10条・13～15条)
(2)警備員の資質の向上に関すること

・警備員の教育・指導制度(11条)
・上下関係と礼式による資質向上
(3)警備業務の適正な実施に関する法令

・基本的人権とその制約

・罪刑法定主義と構成要件

・犯罪の不成立

・施設管理権と正当防衛

・現行犯逮捕の要件と内容
(4)事故の発生時における警察機関への
連絡その他応急の処置に関すること　
・緊急連絡の方法・現場保存の方法
・非難誘導の方法・救命処置
(5護身用具の使用方法
その他の護身の方法に関すること)

・護身用具の規制

・警戒棒の取扱 ・護身術逮捕術
	講義
講義
又は

実技

講義
講義
及び
実技
講義
及び
実技
	１時間
1時間

1時間
1時間
1時間 
	      〇〇〇〇
      〇〇〇〇
      〇〇〇〇
      〇〇〇〇
      〇〇〇〇

	
	計
	5時間
	

	対象警備員の氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上  名

	上記の事項について誤りがないことを確認します。

平成  年  月  日　 　  警備員指導教育責任者        〇〇〇〇    　   eq \o\ac(○,印)
　　 教育実施者  指導教育責任者資格者証保持者      〇〇〇〇 　 　 　 eq \o\ac(○,印)
　　 教育実施者　　　　　　　　                               　　　 eq \o\ac(○,印)


（警備業法施行規則66条１項６号）
１号新任教育基本教育


教育実施簿








